
変位場の測定（デジタル画像相関法）

超音波による非破壊検査

赤外線カメラによる非破壊検査

ゴムの材料力学

耐熱材料の変形と破壊

コーティングの界面破壊力学

出典[2]

出典[1]

井上・阪口研究室
東京工業大学 工学院 機械系 機械コース

破壊分野 非破壊分野

Ni基耐熱超合金とは

• 900℃以上の高温で使用

• 高温での繰返し応力により

• き裂が発生して破壊

材料の破壊過程を解明する

高温での破壊を実験室で再現

材料の複雑な変形場を測定する

き裂先端の変位場は非常に複雑で計測が困難である

変形前後の模様をカメラで
撮影して変形場を計測する

高温環境でのクリープひずみの
発達挙動も非接触で計測できる

赤外線カメラの利用

短時間で疲労限の推
定ができる

温度を測定して材料の破壊を捉える
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温度変化を捉える
実験 熱－構造連成シミュレーション

力と温度の関係を結びつける

ゴムにかかる力と温度変化の関係を知る

試験片の温度変化を推定

スプレーガン

固まって
縮む

溶射直後

溶かして
吹き付ける

実験 シミュレーション

コーティングに力が発生する割れ・剝離

冷えた後 冷えて縮む
割れ

剝離

割れ

金属

金属が溶けて
しまうことも

目で見えない箇所の傷・き裂を発見する

傷

赤外線
カメラ

発生する
熱を測定

[1] https://features.japantimes.co.jp/march-11-radiation/
[2] :https://www.twi-global.com/technical-knowledge/published-papers/hydrogen-cracking-its-causes-costs-and-future-occurrence-march-1999/
[3] :http://www.nj-tescom.com/

出典：（株）三ツ星ベルト

出典：（株）ブリヂストン

剝離

疲労限：材料を安全に使える力の限界値
疲労限の推定は非常にコストがかかる

凝固・密着した皮膜の強度を捉える

材料にきずがあると破損や事故につながる
内部のきずは人の目で検査できない

金属材料は赤外線カメラを用いることで力を測定
できるが，ゴム製品への適用は難しい

• タイヤのパンク
• ベルトが伸びて切れる

ゴム製品の破壊

出典[2]

超音波探傷の様子

超音波伝播

シミュレーション
の様子

時間

実験 シミュレーション
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スパコンによる数値解析
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力と温度の関係を調べ，
ゴム製品へ適用可能に

シミュレーション
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